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書評

　臨床医であれば誰しも，診療の

途中やカンファレンスの時に，最

新の情報を調べたり確認したりし

たいと思ったことがあるはずであ

る。そのようなときに皆さんはど

うしておられるだろうか？　一般

には教科書やガイドライン集を外

来やカンファレンスルームに常備

しておいたり，インターネットへ

のアクセスが可能なコンピュー

ターを設置したりして対応してい

るものと思われるが，欲しい情報

がすぐに手に入るとは限らないた

め，イライラした経験をお持ちの

方も多いと思う。

　このたび刊行された，勝岡洋治

先生編集の『泌尿器科診療ガイド』

は，このようなイライラを解消し

てくれる，重宝な 1 冊である。そ

の特徴は，図表やアルゴリズムが

多用されて分かりやすいこと，疾

患の概念は簡潔な記述にとどめ，

各種ガイドラインに準拠した治療

法の説明に重点が置かれているこ

と，そして何よりも最新の情報が

収載されていることである。執筆

者は第一線で活躍する若手の有力

者が多い。例えば腎癌の分子標的

治療薬の項目では，現在日本で入

手できるスニチニブ・ソラフェニ

ブ・エベロリムス・テムシロリム

スの 4 剤について，どの薬剤を選

択するかの目安の図が示されてい

るとともに，主な標的分子・剤

形・含有量・用法・用量・減量の

方法・副作用が一覧表になってお

り，大変実践的である。 Side 

memo として提供されている副作

用対策も臨床ですぐに役立つ情報

である。

　本書を常に持ち歩き，常に参照

することは，研修医はもちろん，

中堅の医師や指導医にも有用と考

えられるが，残念ながら常時携帯

にはやや重いのが唯一の難点であ

る。本書のような書物こそが，電

子出版によって持ち運びが便利に

なり，かつ最新のデータをアップ

デート可能にすることによって，

その利点を最大限に生かせる書物

だと思う。

　私は，今年から外科系の研修を

当科でおこなう初期臨床研修医

に 1 冊ずつ本書を贈呈すること

にした。研修医には大変喜ばれて

いるが，この本によって彼らのう

ち誰か 1 人でも泌尿器科学によ

り深い興味を持ち，後期研修を行

う決心をしてくれるのではないか

と密かに思っている。もし本当に

そうなったときには直ちに編者の

勝岡先生にご報告申し上げるつも

りである。
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